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第一章 ＩＣＴ教育推進計画の策定について              

１．策定の趣旨 

 急速な情報通信技術の進展やグローバル化等、児童生徒を取り巻く環境は大きく変化

しています。国においてもデジタル庁が創設されることとなり、情報化の動きに一層拍

車がかかるとともに、社会のデジタル化・ＡＩ化に柔軟に対応し、ＩＣＴを効果的に活

用して課題解決を図りながら、主体的に生きる力が求められています。また、新型コロ

ナウイルス感染症対策としての臨時休業が長期化することで新たな課題が浮き彫りにさ

れ、主体的・対話的で深い学びを実現するＧＩＧＡスクール構想が令和２年度中に前倒

しして実施されることとなりました。 

 また、本市においては、令和３年度に「小郡市教育大綱」及び「小郡市教育振興基本

計画」の策定を行っています。この中においても、これからの教育ついて、ＩＣＴ教育

の重要性を示しています。 

 このような背景を踏まえ、本市においても、主体的・対話的で深い学びの実現するた

め、協働的な学びを重視しつつ、多様な子供たち一人一人に個別最適化された学びが保

障されるよう努めて参ります。そのためにも、学校と教育委員会が教育のＩＣＴ化の考

えや方向性等のビジョンを共有し、一体となって教育のＩＣＴ化の推進に取り組んでい

けるよう、本計画を策定しました。 

  

２．計画の位置づけ 

 本計画は、「小郡市教育振興基本計画（Ｒ３～Ｒ９）」の重点項目に位置づけられて

いる「デジタル・ＡＩ時代に対応するＩＣＴ活用力の育成（重点項目１－③）」や「子

どもの学びの環境や教職員の勤務環境を整え、教育の質的向上につながる働き方改革の

推進（重点項目２－③）」等を推進するものです。教育のＩＣＴ化を効果的に推進する

ことで、主体的に学ぶ意欲・態度の育成と学びの保障を図ります。 

 

     第５次小郡市総合振興計画                
小郡市教育大綱（Ｒ３～Ｒ９）

 

     後期基本計画（Ｈ２８～Ｒ５） 

 

             小郡市教育振興基本計画（Ｒ３～Ｒ９） 

 

                  小郡市ＩＣＴ教育推進計画（Ｒ３～Ｒ５） 

 

３．計画期間 

 この小郡市ＩＣＴ教育推進計画は、令和３年度（２０２１年度）から令和５年度（２

０２３年度）までの３年間を実施期間としております。ただし、今後の社会情勢等の変

化を踏まえ、適宜、取組等の見直しを行ってまいります。 
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第二章 教育の情報化を取り巻く環境について             

１．社会の動向について 

 現代社会においては、人工知能（ＡＩ）、ビッグデータ、Ｉｎｔｅｒｎｅｔ ｏｆ Ｔｈｉｎｇｓ（ＩｏＴ）、

ロボティクス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられたＳｏ

ｃｉｅｔｙ５.０時代が到来しつつあり、社会の在り方そのものが現在とは「非連続」と

言えるほど劇的に変わるとされています。こうした変化が激しく先行きの見えない不安

定な社会状況の中で、これからは、何が重要かを主体的に考え、多様な人々と協働しな

がら新たな価値の創造に挑むとともに、新たな問題の発見・解決に取り組んでいく力が

求められます。 

 そのような中、身の回りのものにＩＣＴが活用されていたり、日々の情報収集やコミ

ュニケーション、生活上の必要な手続きなど、日常生活における営みをＩＣＴを通じて

行ったりすることが当たり前となっています。また、ＧＩＧＡスクール構想の実現によ

り、児童生徒一人一台の端末が配布され、家庭への持ち帰りを含めて十分に活用できる

環境の整備が図られています。そこで、未来の創り手となる子供たちには、ＩＣＴを受

け身で捉えるのではなく、手段として積極的に活用していくことが求められています。 

 

２．学習指導要領の改訂 

 学習指導要領の改訂（平成２９年告示）においては、新しい時代に児童生徒が備える

べき資質・能力として「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力

・人間性等」という３つの柱で整理されています（資料１）。そして、この資質・能力

の育成を目指すため、「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけた授業改善を進める

ことが示されています。 そこで、各学校においては、児童の発達段階を考慮し、言語

能力、情報活用能力（情報モラルを含む）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる

資質・能力を育成していくことができるよう、各教科等の特性を生かし、教科等横断的

な視点から教育課程の編成を図るように示されています。 

  また、情報活用能力の育成を図るため、各学校において、コンピュータや情報通信ネ

ットワークなどの情報手段を活用するために必要な環境を整え、必要となる情報手段の

基本的な操作習得やプログラミングを体験しながら、コンピュータに意図した処理を行

わせるために必要な論理的思考力を身に付けるためのプログラミング教育を新たに位置

づけられています。 

  本市では、これらの状況等を踏まえ、各教科等における児童生徒の情報活用能力の育 

成や各教科等の指導におけるＩＣＴ活用を重視した計画を立案していきます。 
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【資料１ 学習指導要領改訂の方向性】 

 

３．中央教育審議会教育課程部会での審議の動向から 

 令和２年９月に行われた中央教育審議会教育課程特別部会の中間まとめにおいては、

目指すべき学びの在り方を「多様な子供たちの資質・能力を育成するための、個別最適

な学びと社会とつながる協働的な学びの実現」とすると示しています。 

 このような学びの姿を実現させるために、これからの学校教育を支える基盤的なツー

ルとして、ＩＣＴは必要不可欠なものです。ＩＣＴの活用により、従来ではなかなか伸

ばせなかった資質・能力の育成や特別な支援を要する子供にとっては将来の社会参画を

促進し、生涯にわたって生活の質を大きく向上させることを考慮するとともに、ＩＣＴ

を活用することで現実の社会で行われているようなやり方で子供たちも学ぶことで、学

校教育を現代化することが必要です。 

 また、教師には、ＩＣＴを活用しながら、児童生徒の対話的、協働的な学びを表現し、

多様な他者と共に問題の発見や解決に挑む資質・能力を育成することが求められます。 

 そのために、今後は、発達段階に応じて、ＩＣＴを活用しつつ、教師が対面指導と家

庭や地域社会と連携した遠隔・オンライン教育とを使いこなす（ハイブリッド化）こと

で個別最適な学びと社会とつながる協働的な学びを展開することが必要とされていま

す。 
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第三章 本市における教育の情報化の現状と課題について        

１．本市における教育の情報化に関する現状 

（１）児童生徒質問紙・教員のＩＣＴ活用実態調査から 

  ① 全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙（平成３１年度（令和元年度）実施） 

平成３０年度までにＩＣＴを活用した授業の実施回数と授業でもっとＩＣＴを

活用したいかを児童生徒（小学校６年生と中学校３年生）にアンケートをとった結

果は、下記のとおりでした。 

 

問 昨年度までに受けた授業で、コンピュータなどのＩＣＴをどの程度使用しまし

たか。 

              【小学校】              【中学校】 

 

問 授業でもっとコンピュータなどのＩＣＴを活用したいと思いますか。 

 【小学校】              【中学校】 

 授業のＩＣＴ活用状況は、毎日～月１回以上活用している割合が全国に比べ、小学校

で１０Ｐ程度、中学校で１５Ｐ程度低いことが分かります。一方で、児童生徒がＩＣＴ

を活用したいと思っている割合は全国に比べ、小・中学校ともに高くなっています。 

 このことから、授業でもっとＩＣＴ活用し、主体的・対話的で深い学びを実現し、子

どもの情報活用能力を図る必要があります。 
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 ② 教員のＩＣＴ活用指導力等の実態に関する調査（令和元年度実施） 

児童生徒の情報活用能力の育成を図るためには、情報モラル教育を含めた教員の

ＩＣＴ活用指導力が求められています。そこで、毎年、福岡県で行われている教員

のＩＣＴ活用指導力についての「令和元年度の本市と全国における比較）」と「平

成２４年度以降の推移」の結果は、次のとおりです。 

    この調査は、下記の４つの能力に分けて調査・分析されています。 

    Ａ 教材研究・指導の準備・評価・校務などにＩＣＴを活用する能力 

Ｂ 授業にＩＣＴを活用して指導する能力 

Ｃ 児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力 

Ｄ 情報活用に基盤となる知識や態度について指導する能力 

【令和元年度教員のＩＣＴ活用指導力等の実態調査結果】 

【平成２４年度以降の教員のＩＣＴ活用指導力状況の推移】 

 本市の教員のＩＣＴ活用指導力は、全国と比較してやや高い傾向にありますが、授業

にＩＣＴ活用をする指導力や児童生徒のＩＣＴ活用の指導力は、平成２４年度から徐々

に伸びてきてはいるものの７割程度しかできていない現状にあります。特に、「児童生

徒のＩＣＴ活用を指導する能力」は、平成２４年度以降、一番低い能力となっています。 

 このことから、教員のＩＣＴ活用指導力等をさらに向上させていく必要があります。 
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（２）ＩＣＴ環境の整備状況 

① コンピュータ等の整備状況 

本市は、教職員が校務で使用する校務系のコンピュータ、教職員及び児童生徒が

学習で使用する教育系コンピュータをそれぞれ整備している。 

校務系コンピュータについては、教職員１人１台の環境が実現している。 

教育系コンピュータについては、令和２年度に文部科学省の提唱する「GIGA ス

クール構想」実現のための取り組みを行い、全ての小・中学校で児童生徒１人１台

の環境、教職員用として１学級に１台の環境を実現している。 

  

 ≪文部科学省の 2018 年度以降の学校における教育の ICT 化に向けた環境整備の目標水準≫ 

  ●学習者用コンピュータ 

   ［2018～2022 年度］ 

３クラスに１クラス分程度整備（１日１コマ分程度、児童生徒が１人１台で学習できる環境） 

［2020 年度］ 

３クラスに２クラス分程度整備➡上記の整備と合わせ１人１台環境の実現 

  ●指導者用コンピュータ 

   授業を担任する教師１人１台 

  ●超高速インターネット及び無線 LAN 

１００％整備 

 

【本市におけるコンピュータ等の整備状況】 

（令和３年３月現在） 

 

 

 

教育系
 

コンピュータ
 

 

うち
 

タブレット端末
 

 

校務用
 

コンピュータ
 

 

超高速ネット

ワーク整備率 

１００Mbps 

普通教室の 

無線LAN 

整備率 

小学校
 

 

４，１２１
 

 

３，７８０
 

 

２６７
 

 

１００％
 

 

１００％
 

 

中学校
 

 

２，０４０
 

 

１，８１３
 

 

１５５
 

 

１００％
 

 

１００％
 

 

合計
 

 

６，１６１
 

 

５，５９３
 

 

４２２
 

 

１００％
 

 

１００％
 

 

国の目標水準
 

 

１人１台
 

 

教職員１人１台
 

 

１００％
 

 

１００％
 

 

目標達成状況
 

 

１台あたりの利用人数 

０.８３人／台 

１００％
 

 

１００％
 

 

１００％
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  ② 大型提示装置等の整備状況 

≪文部科学省の 2018 年度以降の学校における教育の ICT 化に向けた環境整備の目標水準≫ 

 ●大型提示装置・実物投影機 １００％整備（各普通教室１台、特別教室用として６台） 

  ※実物投影機は、整備実態を踏まえ小学校及び特別支援学校整備 

 ●統合型校務支援システム １００％ 

 

【本市におけるコンピュータ等の整備状況】 

（令和２年３月現在） 

 

 

 

 

教室数 

 

大型提示装置 実物 

投影機 

（整備率） 

デジタル 

教科書 

（整備率） 

TV
 

 

電子黒板
 

 

プロジェ

クター 

計 

（整備率） 

小学校
 

２０２
 

１４８
 

８
 

１７
 １７３ 

（８５.６％） 

３８ 

（１８.８％） 

８校 

（１００％） 

中学校
 

１３８
 

８９
 

５
 

６
 １００ 

（７２.４％） 

１７ 

（１２.３％） 

５校 

（１００％） 

合計
 

３４０
 

２３７
 

１３
 

２３
 ２７３ 

（８０.２％） 

５５ 

（１６.１％） 

１３校 

（１００％） 

国の目標水準
 

―
 

 

普通教室にいずれかを１００％整備 

特別教室用６台／校 

小学校 

１００％ 
１００％

 

目標達成率
 

―
 

 

普通教室にいずれかを１００％整備 

特別教室用５台／校 

小学校 

１８.８％ 
１００％

 

※校務支援システムについては、小学校、中学校ともに１００％導入済み。 

 

  ③ その他の状況（ICT 支援員・ソフトウェア等） 

ＩＣＴ支援員については現在２名配置していますが、全ての学校への支援がで

きていない状況です。ただし、ＩＣＴ支援員による支援ができていない学校につ

いては、本市教育委員会の情報担当で支援を行っています。令和３年度より新た

に２名の配置を行い、本市教育委員会の情報担当とともにしっかりと学校への支

援を行います。 

次に令和元年度までに導入していたコンピュータについては、学習用ツール、

予備用学習者用コンピュータ、学習用サーバー、校務用サーバー、セキュリティ

に関するソフトウェアを整備しています。また、令和２年度に「GIGA スクール構

想」実現の取り組みで新たに整備したコンピュータについても、学習用ツール、

予備用学習者用コンピュータ、充電保管庫、セキュリティに関するソフトウェア

を整備しています。 
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≪文部科学省の 2018 年度以降の学校における教育の ICT 化に向けた環境整備の目標水準≫ 

 ●ICT 支援員 ４校に１人配置 

 ●学習用ツール、予備用学習者用コンピュータ、充電保管庫、学習用サーバー、校務用サーバ

ー、セキュリティに関するソフトウェアについても整備 

 

２．今後取り組むべき課題 

（１）児童生徒が確かな学力を身に付けるための情報活用能力の育成 

（２）教員のＩＣＴを活用した指導力の向上 

（３）校務負担軽減のための校務システム化とさらなるＩＣＴ環境整備 
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第四章 学校教育のＩＣＴ教育推進における基本的な考え方について   

１．本市の基本的な考え方 

 本市では、国が示す教育の情報化に関する３つの側面（情報活用の実践力、情報の科

学的な理解、情報社会に参画する態度）による教育の質の向上と、教育の情報化を支え

る基盤をもとに、児童生徒が身に付けるべき情報活用能力及び教員のＩＣＴ活用能力・

指導力の重要性を認識し、次のように目標像を定めます。 

 

 ＩＣＴを効果的に活用して、課題解決を図りながら主体的に生きる力を育む子ども 

 

 このような子どもを育成するために、本市の現状と課題を踏まえながら、次の３つの

取組を行います。 

 

   取組１ 児童生徒の情報活用能力（情報モラル教育を含む）の育成を図ります。 

   取組２ ＩＣＴ教育推進のための教職員のＩＣＴ活用指導力の向上に努めます。   

  取組３ 学校における「校務の情報化とＩＣＴ環境整備」の推進に取り組みます。 

 

 以上の取組を推進していくために、下表のような事業内容で取り組みます。 

 

取 組 

 

事業内容 

 

取組１ 児童生徒の情報活用能力

   （情報モラル教育を含む） 

  の育成を図ります 

 

 

 

・情報活用能力、情報モラル教育の育成指標及び

 年間指導カリキュラムの作成 

・学習アプリ等研究と実践へのの活用 

・情報モラル教育に係る各事業の推進 

・効果的な実践事例の集約・整理・普及啓発 

 

取組２ ＩＣＴ教育推進のための

   教職員のＩＣＴ活用指導力

   の向上に努めます 

 

・教員研修（市全体・各学校）の充実 

・学校ＩＣＴ推進体制の構築 

・情報アドバイザー等の外部人材の活用の推進 

 

取組３ 学校における「校務の情 

  報化とＩＣＴ環境整備」の  

 推進に取り組みます 

 

 

 

・出席簿、テスト結果、通知表、指導要録等連動

 システム導入の推進 

・週案、成績処理、職員会議等のＩＣＴ化の推進 

・ＨＰの積極的な活用 

・民間企業等との連携 

※それぞれの取組において、地域や家庭にも周知・啓発を図っていきます。 
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２．年次計画 

 

年 次 計 画 内 容 

１年次（令和３年度） 

＜組織化＞ 

 

・年間カリキュラムの実施及び検討・見直し 

・ＩＣＴ教育に係る推進体制の構築及び研修（市・校内） 

・先進校視察 ・家庭、地域への啓発（説明） ・実態把握 

２年次（令和４年度） 

＜日常化＞ 

 

・年間カリキュラムに基づいた授業の工夫や全教科での活用 

・ＩＣＴを活用した授業公開及び協議（市・校内） 

・家庭、地域等と連携したＩＣＴ活用（試行） 

３年次（令和５年度） 

＜充実化＞ 

 

・効果的なＩＣＴ活用の開発及び成果の検証 

・ＩＣＴを活用した活動（授業・その他の活用）の交流 

・家庭、地域と連携したＩＣＴ活用（実施） 

 

３．全体構造図（本市のＩＣＴ教育推進体制） 

 ＩＣＴ教育推進委員会（学校、校長・教頭会、教育委員会）を中心に、大学教育関係

者、地域や家庭、民間企業等と連携しながら、より効果的なＩＣＴの活用を図り、主体

的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行い、小郡市のＩＣＴ教育の推進を図

っていきます。 
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第五章 学校教育のＩＣＴ教育推進に向けた具体的取組について   

１．【取組１】 児童生徒の情報活用能力の育成（情報モラルを含む） 

（１）ねらい及び具体化した資質・能力 

 ＜ねらい＞ 

学習活動において、以下の能力を育成していきます。 

○ 必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得る。 

○ 情報を整理・比較したり、得られた情報をわかりやすく発信・伝達する。 

○ 必要に応じて保存・共有する。 

○ 情報手段の基本的な操作の習得やプログラミング的思考、情報モラル、情報セ

キュリティ、統計等に関する資質・能力 

 ねらいの能力を育成するために、さらに具体的に学習指導要領に示されている３つの

資質・能力の柱で具体化した資質・能力を整理すると次のようになります。 

【文部科学省「学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力の育成」（平成３０年）より】 

 このように、情報活用能力は、教科の枠を超えて学力の基盤を支えるものとして、こ

れからの社会を生きる児童生徒にとって重要な資質・能力です。 

 本市では、児童生徒の確かな学力を支える情報活用能力を高めるとともに、より効果

的にＩＣＴを活用しながら、学びの質の向上を図っていきます。 

1
情報と情報技術を適切に活用
するための知識と技能

①情報技術に関する技能
②情報と情報技術の特性の理解
③記号の組合せ方の理解

2
問題解決・探究における情報
活用の方法と理解

①情報収集、整理、分析、表現、発信の理解
②情報活用の計画や評価・改善のための理論や方法の理解

3
情報モラル・情報セキュリ
ティなどについての理解

①情報技術の役割・影響の理解
②情報モラル・情報セキュリティの理解

Ｂ．
思考力、
判断力、
表現力等

1

問題解決・探究における情報
を活用する力
（プログラミング的思考・情
報モラル・
情報セキュリティを含む）

事象を情報とその結び付きの視点から捉え、情報及び情報技術を
適切かつ効果的に活用し、問題を発見・解決し、自分の考えを形
成していく力

①必要な情報を収集、整理、分析、表現する力
②新たな意味や価値を創造する力
③受け手の状況を踏まえて発信する力
④自らの情報活用を評価・改善する力

1
問題解決・探究における情報
活用の態度

①多角的に情報を検討しようとする態度
②試行錯誤し、計画や改善しようとする態度

2
情報モラル・情報セキュリ
ティなどについての態度

①責任をもって適切に情報を扱おうとする態度
②情報社会に参画しようとする態度

Ａ．
知識及び技能

Ｃ．
学びに向かう力、

人間性等
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（２）情報モラル育成の考え方 

情報化社会の進展により、携帯電話、スマー

トフォン、ＳＮＳ等の普及が急速に進む中で、

メール、ＳＮＳによるいじめ、「ネットいじ

め」が多発しています。そして、基本的な情

報モラルを持ち合わせていないために大きな

事件に巻き込まれる場合もああります。 

 また、様々な新しいメディア上でのコミュ

ニケーションが行われるこれからの情報社会

では、情報がネットワークを介して瞬時に世

界中に伝達され、予想しない影響を与えてし

まうことや、対面のコミュニケーションでは考えられないような誤解を生じる可能性も

少なくありません。このような情報社会の特性を理解し、情報化の影の部分に対応し、

児童生徒自身で判断し、適正な行動ができる力や態度が必要となってきています（上図）。 

 また、普及の著しいスマートフォンをはじめとする携帯情報通信端末のさまざまな問

題に対しては、地域や家庭との連携を図りつつ、情報モラルを身につけさせる指導を適

切に行う必要があります。 

 このように、児童生徒の時期の情報モラル教育は、重要且つ急務であり、情報活用能

力の学習と合わせて行っていくことが大切になります。 

 

（３）情報モラルカリキュラム 

 小学校学習指導要領 総則編には、情報モラルとは、「情報社会で適正な活動を行う

ための基になる考え方と態度」であり、具体的には、次の３つの姿で示しています。 

 ○ 他者への影響を考え、人権、知的財産権など自他の権利を尊重し情報社会で 

  の行動に責任をもつこと 

 ○ 犯罪被害を含む危険の回避など情報を正しく安全に利用できること 

 ○ コンピュータなどの情報機器の使用による健康との関わりを理解すること 

 そのための活動として、５つの学習活動があります。 

 ・情報発信による他人や社会への影響について考えさせる学習活動 

 ・ネットワーク上のルールやマナーを守ることの意味について考えさせる学習活動 

 ・情報には自他の権利があることを考えさせる学習活動 

 ・情報には誤ったものや危険なものがあることを考えさせる学習活動 

 ・健康を害するような行動について考えさせる学習活動 

 これらを鑑みながら、次頁の「情報モラル指導モデルカリキュラム」をもとに、情報

モラル教育を道徳科等関連付けながら、年間指導カリキュラムに位置付けていきます。 
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（４）ＩＣＴを活用した学習場面例 

 「学びのイノベーション事業『実証研究報告書』（文部科学省）」に示されているＡ

～ＣのＩＣＴ活用学習場面を参考にしながら、各教科等の授業において、活用できる場

面を考えながら、授業改善を行っていきます。 

Ａ 一斉学習                                             教員による教材の提示 

 挿絵や写真等を拡大・縮小、画面への書き込み等を活用してわ

かりやすく説明することにより、子どもたちの興味・関心を高め

ます。 

 

Ｂ 個別学習 

 デジタル教材などの活用により、自らの疑問について深く調べることや、自分に合っ

た速度で学習することができます。また、一人一人の学習履歴を把握することにより、

個々の理解や関心の程度に応じた学びを構築することが可能となります。 

個に応じる学習            調査活動                      思考を深める学習 

           

          

      

 

                 

                   表現・制作                       家庭学習 

 

 

 

 

 

Ｃ 協働学習 

 タブレットパソコンや電子黒板等を活用し、教室内の授業や他地域・海外の学校との

交流学習において子ども同士による意見交換、発表などお互いに高めあう学びを通じて、

思考力、判断力、表現力などを育成することが可能となります。 

  発表や話し合い    協働での意見整理     協働制作     学校の壁を越えた学習 
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（５）プログラミング教育（学習） 

 ① 小学校 

 令和２年２月に「小学校プログラミング教育の手引き（第三版）」が出されました。

それによると、小学校におけるプログラミング教育のねらいは、 

○ 「プログラミング的思考」を育むこと 

○ プログラムの働きのよさ、情報社会がコンピュータ等の情報技術によって支

えられていることに気づくことができるようにするとともに、コンピュータ等

を上手に活用して身近な問題を解決したり、よりよい社会を築いたりしようと

する態度を育むこと 

○ 各教科等の内容を指導する中で実施する場合は、各教科の学びをより確実な

ものとすること 

 プログラミング教育で育む資質・能力について、各教科等で育む資質・能力と同様に、

資質・能力の「三つの柱」に沿って、次のように整理しています。 

  【知識及び技能】 

        身近な生活でコンピュータが活用されていることや問題の解決には必要な手順

があることに気づくこと。 

【思考力、判断力、表現力等】 

        発達の段階に即して、「プログラミング的思考」を育成すること。 

  【学びに向かう力、人間性等】 

        発達の段階に即して、コンピュータの働きをよりよい人生や社会づくりに生か

そうとする態度を涵養すること。 

「プログラミング的思考」とは、 

      自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要

であり、一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、

記号の組合せをどのように改善していけば、より意図した活動に近づくのか、と

いったことを論理的に考えていく力。 

 このような資質・能力を育むために、プログラミングに関する学習活動を以下のＡ～

Ｄ（教育課程内のもの）に分類を参考にしながら、プログラミング教育をカリキュラム

に位置づけていきます。 

     Ａ 学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの（算数・理科・総合） 

     Ｂ 学習指導要領に例示されていないが、学習指導要領に示される各教科等の内容

を指導する中で実施するもの（社会、音楽、家庭、総合） 

     Ｃ 教育課程内で各教科等とは別に実施するもの 

     Ｄ クラブ活動など、特定の児童を対象として、教育課程内で実施するもの 

            【プログラミング教育の手引き（第三版）「プログラミングに関する学習活動より】 
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 ② 中学校 

 中学校の学習指導要領の技術・家庭科（技術分野）においては、プログラミングに関

する内容を充実(「計測・制御のプログラミング」に加え、「ネットワークを利用した双

方向性のあるコンテンツのプログラミング」について学ぶことが示されています。 

 

 以上のことをもとに、児童生徒の情報活用能力を育成するために、次頁の小郡市ＩＣ

Ｔ教育基底カリキュラムを作成しました。 
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（６）小郡市ＩＣＴ教育基底カリキュラム 

モ　情報モラル

１年 ２年 ３年

国語

社会

算数／数学

理科

音楽

拍に乗ってリズムを

感じ取ろう

（７月）プ

図画工作／美術

体育

道徳
ひつじかいの子ども

　　　　　　モ

・たけしの電話

・おばあちゃんお元

気ですか　　　モ

ちゃんと使えたのに

　　　　　　　モ

外国語

総合的な学習

学級活動

委員会活動 ICT情報委員会 プ 活 ICT情報委員会 プ 活 ICT情報委員会 プ 活 ICT情報委員会 プ 活 ICT情報委員会 プ 活

クラブ活動 パソコンク ラブ プ 活 パソコンク ラブ プ 活 パソコンク ラブ プ 活

プログラミング体験

　　　　　    　プ

プログラミング体験

　　　　　　　プ

プログラミング体験

　　　　　　　プ

情報リテラシー活 情報リテラシー活 情報リテラシー活

学校独自（帯） 情報リテラシー活

・計測・制御のプログラ

ミング

・双方向性のあるプログ

ラミング　　　プ

３年

活　ＩＣＴ活用

言葉の向こうに

　　　　モ

情報リテラシー活 情報リテラシー活

・近くにいた友

・使っても大丈夫？

　　　　　　　モ

小郡市ＩＣＴ教育基底カリキュラム（案）

小学校

学校独自（特設）

家庭／技術・家庭

中学校

１年 ２年

生活や社

るエネル

の技術

会を支え

ギー変換

活  モ

情報リテラシー活

４年

知りたいな４７都道

府県

（４月）プ

いろいろなリズムを

感じ取ろう

（６・７月）プ

交換メール

　　　モ

・ネット将棋

・五月の風　モ

プログラミング体験

　　　　　　　プ

情報リテラシー活

情報リテラシー活 情報リテラシー活

情報リテラシー活

プログラミング体験

　　　　　　　プ

思いを表現に生かそ

う

（３月）プ

　　　探究課題として学習する場面

・情報化の進展と生活や社会の変化

・まちの魅力と情報技術　　　　プ

・のりづけされた詩

・知らない間のできごと

・すれちがいモ

５年

小学校

６年

プ　プログラミング学習

情報リテラシー活

情報リテラシー活

プログラミング体験

　　　　　　　プ

・ほんとうのことだけ

ど‥

・カスミと携帯電話

　　　　　　　　モ

工夫しようおいしい

食事

（１０月）プ

音楽で思いを伝えよ

う

（３月）プ

私たちの生活と電気

（２月）プ

正多角形と円

（１２月）プ
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（７）特別な支援を必要とする児童生徒（特別支援教育）におけるＩＣＴの活用 

 学習指導要領では、コンピュータ等の情報手段は適切に活用することにより、個に応

じた指導の充実にも有効であるとしています。 

 特別に配慮を要する児童生徒は、多様かつ個人差が大きいので、より個々の実態に応

じた支援、つまり、個別最適化した学びが保障されるようにする必要があります。 

 そこで、困り感ごとに次のようなＩＣＴの活用（例）が可能になります。 

 ① 見えにくい（弱視）児童生徒に対して 

    ◆見えやすい文字サイズやコントラストに変換＜タブレット等の機能＞ 

拡大機能、白黒   カメラ機能によ 

反転機能により、 り、板書、小さい 

自分にとって見 もの等を撮影し、 

すい状況に実現 手元で確認や観察 

できる。     ができる。 

 

    ◆視覚情報を音声（聴覚情報）や点字（触覚情報）に変換＜キーボード・ソフト＞ 

 テキストデータ   音声読み上げソ 

を点字データに変 フトにより、コン 

ピュータ等の文字 換した上で、接続 

した点字ディスプ 情報を音声で確認 

レイに出力できる。 できる。 

 

 ② 聞こえにくい（難聴）児童生徒に対して 

    ◆聴覚情報とそれが表す意味内容などの情報を視覚化＜電子黒板・大型ディスプレイ 

                                 ・変換ソフト等＞ 

 教科書等を拡大提  校内放送等を文 

示することで、視線 字や写真等を提示 

がモニターに集まり することで、視覚 

話し合い活動が円 的に情報を獲得で 

滑にできる。      きる。 

 発話をテキスト

変換することによ

り、授業のやり取り

を視覚的に理解で

きる。 
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 ③ 知的に理解等が困難な児童生徒に対して 

  ◆抽象的な事柄の理解と話し言葉によるコミュニケーションの代替＜ソフト＞ 

 視覚的に学べる教材  発語による意志 

により、算数での集合 表示が困難児童生 

数と順序数の概念の違 徒でも、アイコン 

いといった抽象的な概 を押すことで意思 

念を理解できる      表示できる。 

 

 時計をよむこ  一度にするこ

とが困難な児童 とが困難な児童

生徒も、視覚的 生徒も段階的に

に残時間を把握 学ぶことができ

できる。   る。 

  

 ④ 身体機能に困難がある児童生徒に対して 

  ◆身体機能の状態や体調の変化などに応じて、意思の表出を補助し、他者との触れ 

 合う機会を提供＜代替キーボード・入出力支援機器・他者とのふれあい＞ 

キーボードやマウスの入力装置の代替 

→画面上に表示されるスクリーンキーボード等文字入力を支援 

→ジョイスティックやトラックボール等マウス操作を支援 

→身体の状況に応じ、機能の一部をスイッチ機能で支援 

 ・音センサー ・光センサー ・屈曲センサー ・呼気センサー等 

→支援する機器を利用しやすいように固定する支持機器等周辺機器 

 

 

 視線入力装置等を活用して、視線を動かすことで、

文字や絵等をかくなど表現活動を充実できる。 

 

 

 

 少人数集団での学びのデメリットを学校や地域を越えた遠隔合同

授業による協働学習により、多様な考えや意見に触れ、自分の考え

を確立していく効果を高める。 
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 ⑤ 病弱の（病気による様々な制約がある）児童生徒に対して 

    ◆高速大容量通信ネットワークを病院や自宅等で使用できるようにして、遠隔教育 

 を実施＜Ｗｉ－Ｆｉモバイルデータ・タブレット型端末＞ 

  

 学校と入院中の児童生徒がいる病院をつなぎ、同時双

方向型の授業配信を行うことができる。録画した授業を

体調のよい時にオンデマンドで視聴することも可能とな

る。 

 

 病院等に教材を持ち込む場合は、消毒が必要な場合がある。消毒

がしやすいタブレット型端末等を活用することにより、病室でも個

々の理解度・進度にあったコンテンツで学習できる。 

  

  

 ⑥ 学習（発達）上の困難がある児童生徒に対して 

  ◆教科指導における読みや書き、思考の整理などにおける困難を軽減・解消 

・文字を音に変換することが苦手だったり、時間がかかったりする児

童生徒に対して、読み上げ機能の活用により内容理解の支援ができ

る。 

・音を文字に変換することが苦手だったり、時間がかかったりする児

童生徒に対して、書き込み機能の活用により表出の支援ができる。 

 

 文字や図形のバラ ・読み書き等の指導ア 

スや思考をまとめての プリ等をダウンロード 

構成が苦手な児童生徒 し、学校・家庭で活用 

に書くことや内容理解 ・文字や下地の色やフ 

の支援ができる。   ォント等の変更機能 

                       【文部科学省 「特別支援教育におけるＩＣＴの活用について」参照】 

 

 上記のような児童生徒だけでなく、別室登校や不登校（兆候）児童生徒についても、

実態に応じて活用することができます。 

 本市では、すべての児童生徒に効果的なＩＣＴの活用を図りながら、主体的・対話的

で、深い学びの実現を目指しています。 
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２．【取組２】 ＩＣＴ教育推進のための教職員のＩＣＴ活用指導力の向上 

（１）ねらい 

 ＜ねらい＞ 

教職員のＩＣＴ活用指導力には、「授業でＩＣＴを活用して指導する能力」と「授

業で児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力」があります。 

学校において日常的にＩＣＴを活用した効果的な授業が展開されるために、すべて

の教員がＩＣＴ活用指導力を身に付けることができるようにします。 

 

（２）授業でＩＣＴを活用して指導する能力の向上 

授業において、児童生徒の「興味・関心を高める」「一人一人に課題を明確につ

かませる」「思考や理解を深める」ために、効果的にＩＣＴを活用していく能力を

向上します。 

 

（３）授業で児童生徒のＩＣＴ活用を指導する能力の向上 

児童がＩＣＴを活用して、「情報を収集・選択する」「自分の考えを文章にまと

めたり、調べたことを表や図にまとめたりする」「分かりやすく発表・表現する」

ことができるように指導する能力を向上します。 

 

（４）教職員のＩＣＴ活用指導力向上のための方策 

 ① 教員研修の充実 

    ・市（教育研究所も含む）及び各学校における教職員ＩＣＴ研修の実施  

    ・市及び各学校におけるＩＣＴを活用した授業公開・協議会の実施 

  ・先進校への視察研修 等 

  ・民間企業等との連携による教員研修の実施 

 ② 学校ＩＣＴ推進体制の構築 

  ・校内ＩＣＴ教育推進委員会の位置づけ 

  ・校内研修等に授業でのＩＣＴ活用の位置づけ 

    ・全体計画及び年間カリキュラムの作成 

  ③ 情報アドバイザー等の外部人材の活用 

    ・情報アドバイザーの積極的活用 

    ・ＩＣＴ支援員の活用計画作成 
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３．【取組３】 学校における「校務の情報化とＩＣＴの環境整備」の推進 

（１）ねらい 

 ＜ねらい＞ 

    児童生徒の情報活用能力の育成や授業における効果的なＩＣＴの活用を図るため

に、ＩＣＴの環境整備に努めます。また、教職員が子どもと向き合う時間や教員同士

が相互に授業展開等を吟味しあう時間を増加させることで、教育の質の向上と学級・

学校経営の改善のための校務の情報化に努めます。 

 

（２）校務の情報化 

    ○ 出席簿、テスト結果、通知表、指導要録等の連動システム導入の推進 

  ○ 週案、成績処理、職員会議等のＩＣＴ化の推進         等 

 

（３）ＩＣＴの環境整備 

    ○ 特別教室への計画的な無線ＬＡＮ整備 

○ 各教室へのスクリーンの整備及び各校プロジェクター機器の追加 

○ デジタル教科書や有用なソフトウェアの導入 

○ 簡単にアップできるＨＰの整備 

 


